






















































オール・フレンチの本場であったマルチニックに出かけ、『仏領西インドの二年間』Two Years in 























































（『城大文学』2 巻 4 号、1936） 
 
 1930 年代には、朝鮮人のなかからも日本語、および朝鮮語を用いる作家が続々と登場し、 
芥川賞候補にまで名前の挙がった金史良（1914-50）にも火田民を扱った「草深し」という有 
名な作品がある。つまり、ゆくゆくは、帝国の言語（英語や日本語）であれ、現地語でであ 
れ、現地の知的エリートが文学的素材として拾い上げるにちがいないものを、帝国の知的エリ 
ートは、先走るようにして、一種の「ローカルカラー」なるものを文学的に定着させたのであ 
る。そうした事例として、泉靖一のケースなどは、ハーンの場合と同じように受け止めること 
ができる。 
 私たちが日本でハーンという稀代の表現者の功績を値踏みしようという時に、はたして日本 
もまた「ハーン」を産み出したのかどうか、という問いを粘り強く問い続けていくことは重要 
だと思う。「帝国の言語」は、絶えず「周縁部」に「異言語」を「ローカルカラー」の主たる 
要素として配置するものだからである。 
